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臨床精神薬理ハンドブック(第 � 版)

石郷岡純

今日の精神科医に求められる薬物療法の知識

好評だった『臨床精神薬理ハンドブック』が

6年たち改訂され，第 2版となり発行された。

一つのまとまった書籍が 6 年後に改訂される

ことは一般的にはやや早い印象もあるが，臨床

精神薬理の分野を網羅的に解説した教科書は多

くはなく，またこの領域の進歩は速いので，こ

の改訂は時宜を得たものであろう。

さて，本書の構成はオーソドックスなもの

で，中枢神経の情報伝達，薬物動態，研究手法

など基礎的事項の解説からなる第Ⅰ編と，疾患

ごとに章立てされ，各章の中でその主要な治療

薬の薬理と治療の実際が解説される第Ⅱ編から

なっている。今日，精神疾患の単位とその治療

薬の対応関係は一対一の関係ではなくなりつつ

あるので，次の改訂では実際の治療は別のパー

トとなることが求められることになろう。この

ように，精神薬理学の書籍の構成は簡単ではな

く，すべての領域・階層を網羅的に解説しよう

とすると，生理学・生化学，研究手法，倫理学

などの関連学問から，基礎的な精神薬理学，臨

床精神薬理学，さらには疾患ごとの標準的薬物

療法までの包括的な記述が必要となり，本書は

B5判，448頁の標準的な教科書サイズである

が，おそらくはこの数倍のページ数となること

が予想される。実際海外にはそのような大部の

書物も存在する。したがって，本書に専門書と

しての精神薬理学のすべてを求めることは編者

の意図とは異なることになり，本書の価値はま

さに「ハンドブック」であることであり，その

意味では最良のハンドブックに仕上がっている

のである。すなわち，精神疾患の薬物療法の初

学者がある疾患の治療法の概略を知りたいと

き，臨床医が知識を再確認したいとき，本書は

価値を発揮するであろう。

本書は基礎医学的知識も得られるような構成

がされているが，それはあくまでも臨床家が知

識をもう一歩深めたいときに役立つように記述

されているので，基本的な使い方としては，各疾

患の標準的薬物療法をその周辺知識と合わせて

理解したいときに，該当の章を通読することか

ら始められるべきであろう。内容は一見すると

やや専門的に感じるかもしれないが，今日の精

神科医にはこのくらいのレベルの知識が要求さ

れているのである。そのうえで，各臨床家の関

心に従ってさらに専門的な書物・文献に当たっ

ていくという利用法がされたとき，本書がきわ

めて効率的で良質な情報を提供していることに

気がつくであろう。

執筆陣は精神薬理学の領域におけるわが国の

気鋭の方々であり，各項目が過不足なくまとま

りを持っているので，安心感を持って読み進め

ることができる。文献欄は，さらに読むべき優

れた総説ないしは書物が参考文献としてまとめ

てあればより好ましかったが，あとは読者の努

力次第という監修者・編者からのメッセージと

受け止めたい。

(東京女子医科大学精神医学)

●B5 448 頁 2009 定 価 8,925 円 (本 体

8,500円＋税) 医学書院
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